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固体電解質－燃料電池（p.51～52）



燃料電池の構造（固体酸化物型）
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燃料電池の種類

燃料電池の種類
名 称 電解質 移動イオン 作動温度[℃]

アルカリ型 KOH水溶液 OH- 50～150

固体高分子型 導電性高分子 H+ 120

リン酸型 H3PO4水溶液 H+ 150～200

溶融炭酸塩型 Li2CO3-K2CO3 CO2
- 500～700

固体酸化物型 安定化ZrO2 O2
- 800～1000



燃料電池の課題

負荷

起電力 Eo

内部抵抗 Ro
電流 I

電圧 E；抵抗R

Eo = E + IRo = I(R + Ro)
実 電 圧 E = Eo – IRo

効率電力 E/ Eo = R/(R+Ro )
実 電 力 P = EI = EoI ・R/(R+Ro )

Ro = Ra + Rs + Rc ≒ Rs

Ra：正極反応抵抗
Rs：移動抵抗（最も大きい）
Rc：負極反応抵抗

内部抵抗

○内部抵抗を小さくする。
電解質の開発

○大電流を取り出す。
触媒の開発

○電極の劣化を防ぐ。
電極の開発

○メタン・アルコール利用
触媒の開発

○電池モジュール
具体的な電池構造

開発課題

電池
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